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はじめに

北イタリアのアルプス周辺域に点在するサク
ロ ・ モンテと呼ばれる巡礼地では複数の礼拝堂
内部に彫像とフレスコ画でキリストやマリア、
聖人の生涯が表され、巡礼は礼拝堂を物語順に
巡る！。 彫像で表された主要人物の周囲に背景
や副次的登場人物を描くという構成は、 15世紀
末にェルサレムから帰還したフランシスコ会厳
律派（以下、 厳律派とする）の修道士がエルサ
レムの聖蹟の再現を目して創建したヴァラッロ
のサクロ ・ モンテで始まったと考えられる。 地
元出身のガウデンツィオ ・ フェッラーリが1520 【図 1 】 ガウデンツィオ ・ フェッラーリ〈傑刑〉礼
年代に制作した〈傑刑〉礼拝堂【図 l 】は臨場 拝堂、 1520-23年、 彩色テラコッタ像、 フレ
感をもって受難のクライマックスを表してい スコ、 ヴァラッロのサクロ ・ モンテ
る。 彼はミラノのステファノ• スコット工房の
一員として〈聖屈の墓〉礼拝堂の壁画の天使像を描き、 1507年にはサクロ ・ モンテの麓にある厳律
派修道院聖堂の礼拝堂の壁画、 1513年に同刑堂の内陣仕切壁に「キリスト伝」を描き、 16世紀初頭
からサクロ ・ モンテにおいて絵画と彫塑像の制作に携わった2。 〈礫刑〉礼拝堂に見られる構成は
ヴァラッロのみならず、 1580年代以降、 対抗宗教改革と期を一にして、 ヴァラッロを模してアルプ
ス周辺域に相次いで創建された後発のサクロ ・ モンテの礼拝堂のモデルとなる3

テストーリは、「絵画と彫像の交流もしくは対話もしくは演劇としてのサクロ ・ モンテというア
イデアはすべてガウデンツィオ1人のものである」と、 ヴァラッロにおける絵画と彫刻の対話的な
構成をガウデンツィオの創意に帰した〖テストーリの論考はヴァラッロのサクロ ・ モンテの範囲
内に留まり、 彼以降の先行研究はフランシスコ会の伝統であるキリストの受難への黙想の補助具と
してのイメ ー ジの機能面に着目し、 この問題は十分に掘り下げられてこなかった5。 そのため絵画
と彫像の対話がヴァラッロのサクロ ・ モンテ以前になかったのかどうかは開かれた問いのままであ
る。 本稿では、 サクロ ・ モンテ以前に絵画と彫像の単なる併用ではなく「対話」があったのかとい
う点からサクロ ・ モンテの前身ともいえる聖墳墓聖堂の模造建築、 サクロ ・ モンテの類例と考えら
れるキリストの死をテーマとする群像彫刻、 中部イタリアで主に厳律派のために制作された絵画と
木彫像を組み合わせた傑刑像を検討し、 ガウデンツィオの創意について考察する。
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1 ヴァラッロのサクロ ・ モンテにおける彫像と絵画

ヴァラッロの巡礼地に関する最古の記録は同地の市民から厳律派修道士ベルナルディー ノ ・ カ

イ ー ミと修道会に 1493年 4 月 l 日に山麓の修道院聖堂と山上の敷地に立っ「壁の上と呼ばれる場所

に ある聖墳墓の場もしくは庵」、「十字架の下に ある礼拝堂」「キリストの昇天の礼拝堂」を寄進し

た際の記録であるり「聖墳墓の 庵」と呼ばれた 現在の 〈聖墳墓〉礼拝堂の入口上の銘文に 、「巡礼

を行えない者がここでェルサレムを見 ることができるように」1491年にカイ ー ミが構想したと記さ

れたように 、その建築構造は工ルサレムの聖墳墓聖堂内のキリストの墓を模している。 現在45礼拝

堂からなるサクロ ・ モンテはこの3礼拝堂で始ま った。 そのうち「聖墳墓の場もしくは庵」は〈聖

墳墓〉礼拝堂として現在も山上に見られるが、「十字架の下に ある礼拝堂」「キリストの昇天の礼拝

堂」は16世紀後半以降の再整備のなかで取り壊されるが、1514年に ミラノで出版された案内書『こ

れなるはヴァラッレの山の上なる信仰の神秘である』（以下 「 1514年の案内書」とする） 7では、そ

れぞれ「塗油の石」「キリストの昇天」が表された礼拝堂として登場し、 ェルサレムの型墳墓聖堂

内の 「塗油の石」、 オリ ー ブ山上の聖蹟であるキリストの昇天聖堂を模していた 8。

初期の三礼拝堂はェルサレムの 「場の再現topomimesis」として構想 されたが、15世紀末には絵

画や彫像と いった視覚的要素が導入されていたことが史料から判明している。 1498年に ヴァラッロ

の市民がミラノ公に送った書簡には、 ミラノから巡礼に詣でた貴婦人の足がミサの後に《聖母の眠

り》 像に祈りを捧げたことで奇蹟的に治癒したと報告されている凡 1507年にサクロ ・ モンテを訪

れた ミラノ公国の書記官ジロラモ ・ モロ ー ネは友人に送った書簡で「主の 受難の神秘が、 福音書で

語られているような順序で、像で表されている」、「そのすべてが真の聖墳墓の場であるかのように

同様の距離、 同様の 構造で、 絵画と像で作られている」と述べている叫しかし、「 絵画と彫像で

picturis et figuris」の詳細にまでは触れられておらず、彫像と両中の人物が対話を交わすようにし

て受難の聖劇が完成していたのかどうかは不明である。

19世紀まで続くサクロ ・ モンテ全体の造営の間に初期の礼拝堂の多くが改築されたり 取り壊され

た ため、 15世紀末制作の彫像のうち現存するのは、聖母被昇天大型堂の地下に安骰されている 作者

不詳《聖紺の眠り》【図2】、デ ・ ドナ ー ティ兄弟によ る1日〈塗油の石〉礼拝堂の木彫群像【図

3】、 作者 不詳 〈最後の晩餐〉礼拝堂の木彫群像【図4】、〈聖墳墓〉礼拝堂の木彫像《死せるキリ

【図2】 作者不詳《聖母の眠り》 15世紀末、木彫、 【 図 3 】 ジョヴァンニ ・ ピエトロ ・ デ ・ ドナ 一

ヴァラッロのサクロ ・ モンテ、堂栂被昇天大
据堂

ティ、 ジョヴァンニ• アンブロー ジョ ・ デ ・

ドナ ーティ《塗油の石》 1486-93年頃、 彩色
木彫、ヴァラッロ市立絵画館
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【図4】 作者不詳《最後の晩餐》 15世紀末、 ヴァ 【図 5 】 作者不詳《死せるキリスト》、 彩色木彫、

ラッロのサクロ ・ モンテ、 彩色木彫、 石脅で 〈聖墳墓〉礼拝堂

固めた布、 〈最後の晩餐〉礼拝堂

スト》【図 5 】
11

のみである。 16世紀に入り彫像制作に参加したガウデンツィオの作品の うち、 1510

年代までのもの と しては〈受胎告知〉礼拝堂 の聖母とマリア、〈聖墳墓〉礼拝堂前室 のマグダラの

マリア、 〈法務官邸に向かうキリスト〉礼拝堂 の キリストなどの木彫像 、 〈羊飼いの礼拝〉〈降誕〉

〈神殿奉献 〉聖母とヨセフ、 神官などのテラコッタ像が現在も残っている。 ー方、 最初期の絵画 と

な ると 、 現存するのは「聖屈の慕」礼拝堂に描かれていたフレスコ両《聖栂被昇天 》 のみである。

正面 壁面に 天使によって 天に引き上げられるマリアや奏楽天使 たち、 両側壁にそれを見上げるキリ

ストの弟子たちという定型の図像である。 棺に埋葬された聖母の肉体そのものが天に引き上げられ

たという伝承そのもの を表すため、 堂内の墓は空であり 、 絵画は彫像 と組み合わされていな かった。

初期の礼拝堂内の様子については同時期の文献記録 から類推するしかない。 序章と終章と 45章の

本文からな る「 1514年の案内書 」にはわずかだが彫像や絵画に関する記述がある。 第 6 章〈最後の

晩餐〉、 第17章〈塗油の石〉、 第20-21章〈型墳墓〉、 第26-27章〈弟子たちに出現するキリスト〉、 第

28章〈 キリストヘの昇天 〉、 第36章〈マリアヘの死のお告げ〉、 第40章の聖母被昇天聖堂において絵

画や彫刻への直接的な言及が見られる。 この うち礼拝堂が当時の場に 現存するのは〈聖墳墓〉 のみ

である。

〈最後の晩餐〉については「そうしてテー ブルの周りにはイエスと弟子たちが、 み な彫刻で表さ

れ、 見事に彩色されていた」「 この大きな作られた食堂 の中は賞賛すべく飾られ、 描かれている」
1
2

と記されている。 現在、 彫像は第21礼拝堂 〈最後の晩餐〉礼拝堂に 見られる。 しかし、 案内書に記

された礼拝堂は取り壊され、 像 だけが19世紀に建立された第21礼拝堂に移設され、「 賞賛すべく飾

られ、描かれている」と記述された壁画は残っていない。 案内蓄には副次的な登場人物が明示され

ていないため室内情景が表されていた可能性は高い。 また15世紀末制作の彫像に対し、 壁画への言

及は16世紀初頭であり 、 当初より像 と 壁画 の組み合わせという構想だ ったとは言い切れない。

〈塗油の石〉については「 すべてよく作られ、 彩色された彫像である」と彫像に関する記述のみ

で、 絵画への言及はない
1
3 。 この彩色彫像は先述したデ・ ドナ ーティ兄弟の作品である。 1493年の

寄進記録で「十字架の下 」と呼ばれたこの礼拝堂は、 エルサレムの聖墳墓兜堂内での配置同様、 力

ルヴァリオ山の下に位置し、 16世紀後半の ガレアッツォ • アレッシによる計画 書に付された当時の

礼拝堂配置図と の照合から19世紀に整備された現在の 第41礼拝堂 〈聖骸布に包まれるキリスト〉に

同定されている巴木彫像は天井が低く 、 洞窟に似せた空間に設置されていた。

〈墾墳墓〉には、《死せるキリスト》像 の 上に 「板の中に油彩によって復活したキリストが1人、
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墓のそばで、 真っ直ぐに立った見事な姿で描かれている」と「復活のキリスト」の油彩板絵があっ

たと記されている巳《死せるキリスト》の彫像と、 油彩に描かれた三H後の「キリストの復活」

を組み合わせて時系列的に連続するエピソ ー ドを表す異時同図法的構成であった。

〈弟子たちに出現するキリスト〉には、「この円形に作られた礼拝堂には片側に弟子たちが描か

れ」、 円形の礼拝堂の戸口の傍に「過ちに嘆＜ペテロが描かれている」とあり、 内壁にはキリスト

の弟子たちが表されていた見さらに「真ん中には輝かしく喜ばしいキリストが腕を広げて彼らに

［聖痕を］示す」＂とあるが、 案内書はキリストが絵画か彫像か名言しておらず、 壁画内で弟子たち

の真ん中に表されていたのか、 堂内の中央部に彫像で表されていたのか定かではない。

1493年の寄進記録に現れた 〈キリストの昇天〉も同様に「円形の描かれた礼拝堂」であり、「周

囲に弟子たちが至高の天において定められていた結果を見上げ」と、 内壁には弟子たちが「定めら

れていた結果」としてのキリストの昇天を見上げる様子が描かれていた1
8。 続いて「同じくここで

は聖母も天を見上げl白いヴェ ール姿で昇天する息子を見る」19とあることから聖母も壁画に表され

ていたと推測される。 続＜章では「塑なる足の大いなる痕跡が再現されている。 それに似せて大理

石に刻まれている」20とェルサレムのキリスト昇天聖堂に残る「聖なる足跡」が礼拝堂床面に模造

されていると聖跡との類似に詩句が割かれ、「場の再現」が強調されていた。 礼拝堂上方にキリス

トの再臨を預言する二天使が表されていたと記されており、 piantare (固定する、 打ちこむ）とい

う動詞の変化形が使用されていることから天使が彫像であった可能性はある21
。 しかし、 キリスト

が絵画か彫像かの言及はなく、「聖母の墓」の棺が空であったように実体をもって表されていな

かった可能性も否めない。

同様に現存しない 〈搬母への死のお告げ〉について案内書には「ここでは彫像で敬虔なマリアと

その傍らで彼女に語りかける天使」が「礼拝されるため大いなる美しさで」「小さな礼拝堂の中の

祭壇の上に」22とあり、 天使像と聖栂像が祭壇上に設置されていたと推測される。 第38章から41章

は聖母被昇天に充てられ、 第40章では先述の「聖母の眠り」の木彫像が棺の中に置かれた「小さな

礼拝堂」は「大いなる美しさで描かれている」とある。「九階級の天使たちが歌い、 各々数えきれ

ぬ音色を出して」と墾母を迎える奏楽天使が主題である
23。 39章は、 絵画か彫像か言及はないが、

「熾天使によって大いなる輝きに包まれ天に運ばれるのを見る」と被昇天の様子を語る2
4。 1566年

出版の案内書が被昇天の兜母を「吊された (apesa) 」と記していることから聖母は彫像であったと

考えられ、 1514年の時点で「天に運ばれる」聖

母は彫刻で表されていたかもしれない巴図像

的には「聖母の墓」の壁画と似た図像である

が、「聖園の慕」礼拝堂では空の棺と聖紺被昇

天の壁画が組み合わされていたが、 ここでは、

聖母の死を表す彫像が安置されている祭壇の上

方に被昇天が表され、 堂内の上下で異時同図法

的な構成になっていたと推測される。

1500年代初頭にはガウデンツィオが礼拝堂の

彫像制作に関与していたと考えられているが、

1514年の案内書では、 〈受胎告知〉〈降誕〉〈羊

飼いの礼拝〉〈神殿奉献〉については、 それぞ

れ中東のオリジナルの場との模倣が語られ、 彫

像の有無は言及されていない巴〈受胎告知〉

礼拝堂【図6】の壁面には預言者が描かれてい

【図6】 ガウデンツィオ ・ フェッラー リ《受胎告知

の天使》《聖母》 1510年頃、 彩色木彫、 石膏

で固めた布、 ヴァラッロのサクロ ・ モンテ、

〈受胎告知〉礼拝堂



大野：ヴァラッロのサクロ ・ モンテにおける絵画と彫像の「混合」 (5) 

【図7】 ガウデンツィオ ・ フェッラーリ《墾衣剥奪》

1506年以降、フレスコ、 ジョヴァンニ ・ デン

リーコ《ピエタ》、 彩色テラコッタ像、1638-

1640年、ヴァラッロのサクロ ・ モンテ、 〈ピ

エタ〉礼拝堂

るが、 1514年で「くぼんだ小礼拝堂」と呼ばれた

〈受胎告知〉の位憤は現在と異なり、 当時の礼拝

堂に壁画があったのか定かではない門〈降誕〉

の聖母とヨセフ像は狭い壁寵に置かれているが、 これ

はベッレヘムの降誕 聖堂地下にある「 降誕の洞窟」を

模して 洞窟を表すためである。 〈羊飼いの礼拝〉〈神殿

奉献〉に現在、 見られる壁画はいずれも彫刻より後の

補完である。

1514年以降の記録での記述や現存する作例の年代同

定から「1514年の案内書」には言及されていないもの

の、 同書執筆時に堂内に絵画や彫像があったと考えら

れる 礼拝堂は数例ある28。 そのうち第14章に 記された

〈聖衣を剥奪されてカルヴァリオ山へと向かうキリス

卜〉はガウデンツィオに よる絵画と彫像の融合の試み

の端緒とされた。 この礼拝堂は現在の第42礼拝堂 〈ピ

エタ〉に相当する。 現在、 そこには17世紀のテラコッ

夕群像が見られるが、 本来は第32礼拝堂に置かれてい

るガウデンツィオ作の木彫像が配され、 ガウデンツィ

オが描いたフレスコ画中の人物と組み合わされてい

た。【図7】【図8】「1514年の案内書」に 記さ れた 【図9】 作者不詳《傑刑》 テラコッタ、フレ
「衣を剥がれ裸で首には縄をかけられ、 泥棒のように スコ、1500-1520年、 サン ・ ヴィヴァ

刑なる 羊が 引かれてい＜」という詩句は第32礼拝堂の ルド、 モンタイオー ネのサクロ ・ モン

木彫像の様子と合致し、「屈は嘆き、 ヨハネがそばに テ、 〈傑刑〉礼拝堂

いる」情景は〈ピエタ〉礼拝堂の壁面に今も見られる巴

壁画の制作は、 画中の騎馬の兵士のポ ー ズがレオナルド ・ ダ ・ ヴィンチの未完「アンギア ーリの戦

い」 からの引用であること から1506年以前と見なされている30
。 先述のように「1514年の案内書」

【図8】 ガウデンツィオ・フェッラーリ《法務

官邸にのぼるキリスト》、 彩色木彫（キ

リスト像高さ177cm)、ヴァラッロのサク

ロ ・ モンテ、 〈法務官邸に向かうキリス

卜〉礼拝堂 1508年頃

小
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【図10】 ガウデンツィオ ・ フェッラー リ《三王の到着》、

彩色テラコッタ、 1525-1528年、 ヴァラッロのサク

ロ ・ モンテ、 〈三王の到着〉礼拝堂

には彫像と絵画の併用を窺わせる記述があるが、 当初から並置

されていたのか定かではなかったり、 推測される図像が異時同

図的であるのに対して、 〈聖衣を剥奪されてカルヴァリオ山へ

と向かうキリスト〉では彫刻と絵画は「対話的でドラマ的な混 【図11】 〈三王の到着〉
合戸をなしている。 礼拝堂（部分）

ヴァラッロのサクロ ・ モンテ創建とほぼ同時期に厳律派の修

道士フラ ・ トンマー ゾがトスカーナ地方サン• ヴィヴァルドにサクロ ・ モンテを着工した3
2。 教皇

レオ10世がこの巡礼地に与えた贖宥状に関する1516年の勅書には34の礼拝堂が言及されたが、 計両

は未完に終わる。 サン• ヴィヴァルドではキリストの受難は主に彩色テラコッタの浮彫で表されて

いる33。【圏 9 】ガウデンツィオが1520年代に手がけた二礼拝堂ではより大胆な形で絵画と彫像が

融合され、 後のサクロ ・ モンテの礼拝堂構成を決定づけた。【図 1 、 10、 11】

ヴァラッロの巡礼地は最初期の礼拝堂が〈聖墳墓〉であるように、 その構想はェルサレムの聖墳

墓聖堂の西欧における模造建築の伝統に連なっている。 次にそれら先例における絵画や彫刻の利用

について概観する。

2 聖墳墓の模造建築における視覚的イメ ー ジ

4·5世紀頃から、 聖墳墓聖堂内のキリストの復活の円堂やその内部にあるキリストの墓を象徴

的に模した建築物が西欧各地に作られた
34

。 しかし、 中世末期になって既存の期墳墓の模造建築に

彫像や絵画が後捕される例もあるが、 最初期の例として知られるナルボンヌのミニチュアやロ一マ

のサント ・ ステファノ ・ ロトンド聖堂はもちろん、 9-10世紀の聖墳墓の模造は、 円堂、 周歩廊、

「復活／再生」を暗示する 8 や使徒の数12など象徴的な数の使用など象徴性が重視された3
5。 例え

ば、 9世紀にベネディクト会修道院長アエギルが建立させたフルダのザンクト ・ ミヒャェル聖堂は

円形プランと 8 本の円柱で復活の円堂を再現し、 10世紀にコンスタンツ司教コンラートが聖地訪問

後に着工したザンクト·マウリツィウス聖堂内の聖墳墓も円堂に円錐形の屋根という他の聖墳墓模

造建築にも見られる象徴的な形態を見せる3
6。【図12】円堂を飾る切り妻と使徒の彫像は様式的に

1260年の再建時の後補である。

中世の聖墳墓の模造、 特に十字軍時代の事例では、 オリジナルを象徴的に模倣するのみならず、

時にェルサレムの聖墳墓型堂の石片が建材として使用されたり、 キリストにまつわる墾遺物が堂内
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【図12】 コンスタンツの盟墳墓、ザン

クト ・ マウリツィウス畢堂内、

934-975年創建、1260年再建

【図13】 アクイレイア大聖堂、聖墳墓内ア ー チ型壁窮墓、

1050年頃創建

【図14】 ゲルンロ ー デの聖墳墓、ザンクト ・ キリアクス聖

堂内、1060-1080年創建、1130拡張
【図15】 ボロ ーニャ、サント ・ ステファノ理

堂「聖ぺト口ニウスの墓所」11世紀再

建

に納入された3
7。 11世紀に南イタリア、 アックアペンデンテに創建されたサント ・ セポルクロ大聖

堂クリプタ内のキリストの墓の模造に施された銘文によると、 第一 回十字軍の騎士たちが持ち帰っ

たというキリストの血がついた石のかけらが納入されたという38。 1045年にサンチャゴ巡礼路上の

町ヌヴィ ・ サン ・ セピュルクルに11本の柱を有す円堂として建立されたサン ・ テティエンヌ聖堂に

は、 シャトルーのウ ー ド枢機卿が1257年に聖血と聖墳墓のかけらをもたらした門北イタリアのア

クイレイア【図13】に1050年頃に建立された円錐形の屋根の円堂の内部に設けられたキリストの墓

を模したアーチ形壁廂墓に穿たれた三つの穴には聖遺物が納人されたと指摘されている40。 1147年
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【図16】 《聖墳墓詣で》13-14世紀、浮彫「畢ペト 【図17】 ウスタ ー ラ 一ス円形搬堂、12世紀初頭建
口ニウスの墓所」正面 立、「キリスト伝」と「最後の審判」1350年

以降、フレスコ

に十字軍から帰還した同地の参事会会長が創建させたというアィヒシュテットの聖墳墓には、キリ

ストが架けられた十字架のかけらである聖十字架が納入され、1194年には大司教がこの円堂を「聖

十字架と聖墳墓の名誉にかけて(in honorem S. Crucis et Sepulchri)」聖別したという叫十字架の

かけらはスペイン北部セゴビアに1208年に創建されたベラ ・ クルス聖堂にも納入されている42。 そ

れによって模造にオリジナルと同等の聖性を帯びさせることを企図したのであろう。

聖墳墓を模した建造物にイメ ージが皆無というわけではない。 フランス東部アルザス地方のセレ

スタに1087年に創建された円形プランのサント ・ フォワ聖堂の地下に設けられたキリストの墓の壁

面には「キリストの復活」の浮彫が施され43、 ドイツ北東部ゲルンローデに1060ー80年に建てられ

たザンクト ・ キリアクス聖堂内の聖墳墓の外壁には復活後のキリストがマグダラのマリアに「我に

触れるな」と述べる場面が同様に浮彫で表されている代【図14】堂内には三人の女たちと墓石に

座る天使の浮彫が骰かれ、キリストの墓を三人のマリアが香油を持って訪れ、空の棺に座る天使に

キリストの復活を告げられる 「兜墳墓詣で」が表されている。 浮彫は様式的に12世紀初頭の制作と

される。「刑墳墓詣で」は、聖ペトロニウスが5世紀にェルサレムの聖墳墓を模してイタリア北部

ボローニャに創建し、11世紀に再建されたサント ・ ステファノ聖堂堂内に設けられた模造墓の外壁

にも浮彫で表されている尺【図15】【図16】浮彫は様式的には八角形の模造が再建された13~14世

紀に同定されている。

浮彫によるだけでなく、聖墳慕を模造した建築内に壁両が表される事例も見られる。 例えば、

1150年にフランス中部ル ・ リジェの修道院に復活の円堂を模して建てられたサン ・ ジャン礼拝堂に

は「降誕」「神殿奉献」の他、「十字架降下」「聖墳墓詣で」といったキリストの死と復活などがフ

レスコ技法で描かれている巴選ばれた主題は1099年に十字軍によるェルサレム奪還後、再建され

た聖墳墓聖堂に施されたモザイクを参照しており、ブレア ・ ムーアはこの再建に刺激されて、12世

紀以降、絵画もしくは彫刻で装飾された聖墳墓の模造が生まれたと指摘する。 ー方、12世紀に建造

された塑墳墓の模造に後世になって視覚的要素が付加される例もある。 シグルズ1世の第ー次十字

軍参加(1107-1111年）の後に、当時ノルウェー 領であったデンマ ークのボーンホルム島に円堂が

複数建てられたが、いずれも円堂を支える中央の太い円柱には聖堂建立より数世紀遅れてキリスト

伝や「最後の審判」などが描かれた門【図17】

1393年に中部イタリアのファブリアーノに聖地巡礼から戻った2人の修道士が建てた祈祷堂に像

と絵画を組み合わせた例が見られるが、これも絵画は後補である4
8。 カルヴァリオ山に割り当てた
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上階の祭壇上に傑刑のキリストと聖母とヨハネの木彫像が骰かれ、 後方壁面にロレンツォ•サリン

べ ー ニにより「生命の木」が描かれた。 フレスコ画制作は彼のファブリアー ノ滞在時の1416年以降

1420年以前（没年）と推測されており49、 当初より彫像と絵画を組み合わせる構想があったわけで

はなかった。 また、 ここでの組み合わせは「生命の木」という神学的な概念を表しており、 彫像と

壁画による物語表現とは異なる発想に基づいている。

3 「キリストの埋葬」群像と「死せるキリストヘの哀悼」群像

ヴァラッロのサクロ ・ モンテの1493年の寄進記録に〈聖墳墓〉とともに登場するのが〈塗油の

石〉礼拝堂である。 礼拝堂は聖墳墓聖堂内のカルヴァリオ山とキリストの墓の間に位置する聖蹟に

相当するものとしてヴァラッロにおいても〈礎刑〉と〈聖墳墓〉の間に設けられたが、 内部に置か

れた木彫群像【圏3】は図像的には「キリストの埋葬」を表している。 キリストの遺体を聖骸布に

包んで墓に安置する場面は15世紀から16世紀にかけてフランスで多くの石造群像が作られる門ィ

タリア北部では15世紀半ば頃から16世紀にかけて「死せるキリストヘの哀悼」を表した彩色テラ

コッタ群像が作られた
51

。 作例はエミリア地方に集中しているが、 隣接するロンバルディア地方に

も15世紀末から16世紀初頭に普及する。《キリストの埋葬》群像（以下、《埋葬》とする）と《死せ

るキリストヘの哀悼》群像（以下、《哀悼》とする）は等身大の彩色像という点でサクロ ・ モンテ

に通じる。 いずれも群像が設置された場は「聖墳墓」と呼ばれ、 厳律派を含むフランシスコ会や同

修道会傘下の信徒団体の聖堂や祈祷堂への安饂も稀ではなく、 中世末期の同修道会による受難信仰

の推進を背景に、 信徒の情動に訴えかけるような群像が作られたと考えられている竺

《埋葬》は1420年代以降に普及し、 概ね「死せるキリスト」を含む8体からなり、 本来、 彩色さ

れていた。 フランス革命期などに破壊されたものも多いが、 カルザラによると460例が確認されて

いる53
。 素材は石が大半だが、 ピレネー県や南フランスなどでは木彫の作例が多い。 ペリグ一のサ

ン ・ フロン大聖堂の私的礼拝堂に「我々の主ィエス ・ キリストの墓を置くtresart (壁瘤）」を作る

ようにという1417年の記録が伝わっているように設骰場所としては壁窺が多い。 フランス北西部ソ

レムのサン ・ ピエール聖堂の群像、 北仏アミアンのサン ・ ジェルマン ・ レコセ聖堂【図18】の群

【図18】 《キリストの埋葬》石、1506年、 アミ

アン、 サン ・ ジェルマン ・ レコセ型堂

ート

【図19】 《キリストの埋葬》石、16世紀初頭、

ベルペシュ教区聖堂
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【図20】 《キリストの埋葬》石、1502年、ジャ ルゼ

教区聖堂

【図22】 グイド・ マッツォーニ《死せるキリストの
哀悼》1476-1477年、彩色テラコッタ、 ブッ

セ ー ト、サンタ• マリア・ デリ• アンジエリ
聖堂

【図21】 ニッコロー・ デッラルカ《死せるキリスト
の哀悼》1462-1463年、彩色テラコッタ、 ボ
ロ ー ニャ、サンタ ・ マリア・ デッラ ・ ヴィ ー

夕畢堂

【図23】 アゴスティ ーノ ・ デ ・ フォンドゥリス
《死せるキリストヘの哀悼》1483年頃、彩色

テラコッタ、 ミラノ、 サンタ ・ マリア・ プ
レッソ• サン• サーテイロ畢堂

像、 南仏ベルペシュの教区聖堂【図19】の群像は当初の壁癒に安置されている5
4。 アミアンの壁窮

は群像を設置すると空間に余地がないほど狭い。 ソレムやベルペジュの壁寵内に小天使の浮彫が主

要人物上方に据えられていることから、 彫刻のみの構成であったと考えられる。《埋葬》はオリジ

ナルの場から移転されたのちも壁廂に設置される作例も多く、 おそらく、 その設置空間から考えて

大半は絵画との組み合わせは構想外であったのではないだろうか。 しかし、 16世紀初頭フランス西

部ジャルゼの教区聖堂では像の設置場所に壁画が描かれた。 1504年の記録によると、 ここには8体

の像からなる群像があったという55。【図20】壁画は彫像と同時代の様式だが、 画中に表されたの

は群像の背景や群衆ではなく1B約聖書の預言者たちであり、 絵画と彫像は並置されてはいてもサク

ロ ・ モンテのように演劇的な構成ではなかったと推測される。

《埋葬》では石棺の両端でニコデモとアリマタヤのヨセフがキリストを包むための聖骸布の端を

持っているのに対して、《哀悼》では両者は群像の両端でキリストの死を悼むポ ー ズをとるのみで

ある。《哀悼》のうち最古の作例はボローニャでニッコロ ・ デッラルカが作った8体からなる群像

であるが、 この種の群像を多く残したのがフェッラーラ公国で活動したグイド ・ マッツォ ーニであ

る。【図21、 22】彼はモデナ、 フェッラー ラ、 ブッセートに同種の彩色テラコッタ群像を残した。

《哀悼》もオリジナルの設骰場所に安置されている例は少ない。 ニッコロがボロー ニャのサン
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【図24】 ピエトロ ・ ディ ・ ジョヴァン

二• マッツアフォルテ《傑

刑》、 テンペラ、 板、1460年頃、

モンテフアルコ、 サン ・ フラン

チェスコ美術館

【図25】 ジョヴァンニ ・ テウトニコ《探刑像》

1469年、180cm、 木彫、 ペルジー ノ《モ

ンテリピド祭壇画》畢職者席側、 1502
-1504年、 油彩、 板、 240X180cm、 ペ

ルー ジャ国立美術館

いて、 カヴァトルティは礫刑像の「舞台背景的なコンテクスト化」とともに、 宗教行列にも使用さ

れる傑刑像が頭部や脚部を完全に、 あるいは部分的に剖りぬかれているため極端に軽いことから絵

画で補完したのだろうとしている門

ウンブリア地方で作られたこの種の「混成作品」のうち、 その伝播に何らかの影響力を持ちえた

だろう作品として取り上げられることが多いのが、 フォリーニョの司教参事会美術館、 モンテファ

ルコのサン ・ フランチェスコ美術館の二作例である。

厳律派発祥の地であるフォリーニョの作例は、 傑刑像の後ろに十字架と風景、 両脇に「ほとんど

舞台の袖をなすかのように」聖母とヨハネが項垂れた姿が描かれている
6

5。 木彫像は様式的に14世

紀制作と同定されている。 絵画は同地出身の画家ニッコロ· アルンノとその舅ピエトロ ・ ディ ・

ジョヴァンニ• マッツアフォルテに帰属され、 15世紀後半の制作と考えられる。 傑刑像が両手を動

かして「死せるキリスト」の姿勢に改変可能な可動式木彫像であることや巴マッツアフォルテ制

作の木彫鍍金のタベルナコロ型の寵に納められていることや元来の設置場所が大聖堂主祭壇左手の

祭壇であったことから、 セルポッリは木彫像自体の聖性を指摘し、 絵画の補完は木彫像の璽要性を

称揚し、 強調するためのものと指摘している。 モンテフアルコの作例【図24】は1990年から91年に

かけて行われた修復の結果、 絵画と彫刻部分の間の様式的な親縁性が明らかにされ、 絵画と彫刻が

ほぼ同時期、 1460年頃に制作されたと考えられている67。 アルンノに帰属されることもある彫刻の

作者については諸説あるが、 傑刑像の周囲の聖屈とマリア、 マグダラのマリアと刑フランチェスコ

らは、 マッツアフォルテに帰せられている。 彼は1450年には本来、 この礫刑像が設置されていた同

地のフランシスコ会聖堂サン ・ フォルトゥナート聖堂のフレスコ画を手がけていた。

現在では傑刑像しか残っていないが、 スペッロに1474年建立された厳律派のサン ・ ジロラモ堅党
















